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市民の皆さまの健康づくりと地域包括医療・ケアの推進
のために、市民公開講座をシリーズで行いました。パートl
は、世界アルツハイマーデーキャンペーンの一環として、9
月20日（火）病院4階大研修室において、「認知症を知ろ
う！」と足し、当院の非常勤医師である荒木脳神経外科病
院の渋川正顕医師が講演を行い、50が名参加しました。

認知症の種類や特徴、治療と予防について説明し、参加者の皆さんは、「早期
発見や予防の大切さが理解できました。」と話していました。

関連事業として、認知症スクリーニングテストや健康相談、パネル展示などを
行い、認知症への理解を呼びかけました。

パートIlは、世界糖尿病デーキャンペーンの一環として11月8日（火）、「糖尿病
を知ろうl」をテーマに、講演会を開催しました。

西城訪問看護ステーションにや
訪問リ八を導入しました！

当院が開設している西城訪問看護ステーションは現在し
あわせ館に設置しており、看護師が自宅で療養されている
ご家庭を訪問しています。昨年の8月からは、「サテライト

事業所東城支所」も東城支所内に設置し、運営しています。
この度当院では、身体機能の低下や拘縞の予防など、在宅での

専門的な機肯矧l練が必要と考え、10月から理学療法士をスタッ

フに加えて、訪問リハビリテーションの実力包体制を整えました。

庄原市西城保健福祉総合センター「しあわせ館」内
西城訪問看護ステーション　TELOB24－82－3351

病院をより市民の皆さまが利用しやすいように、病院1
階の部門を一部配置換えいたしました。事務局（庶務係と
医事係）をワンフロアにし、窓口一本化と事務の効率化、連
携の強化を図りました。また、2階の地域連携室を1階へ、
薬局を正面玄関左側に移設しました。

来院された皆様には、改修工事等でこ迷惑をおかけしま
したが、11月から移設場所で業務をしております。不明な
点は職員へ気軽に声をかけていただければ幸いです。
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平成28年8月22日（月）～25日（木）、地域医療セミナー　を受けた後、回診、外来診療、訪問診療、巡回診療バス等の
が行われ、広島大学医学部8名の大学生が、2グループに分　見学を行いました。医療部門のほか、病院介護事業所を見
かれ西城市民病院を訪れました。この8名は地域医療への　学し、連携の在り方について学びました。

従事を志す医学生で、実際の現場で体験を適して、地域医　　外来診療や往診に同行した学生は、r患者様や家族の
寮への理解を深めることを目的とし、実習に臨みました。　　方々一人ひとりとの関わりを大事にしながら診ていく姿に

郷力和明院長による地域包括ケアの実践について講義　感動しました。」と話していました。
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祭り・辣祭り！
8月17日（水）、病院3階ホt

r　ルにおいて、「地域包括ケア病
l　床夏祭り」を開催しました。

盆踊りのお磯子にのって、

巳　ヨーヨーや金魚すくい、風船パ

ミ　レーなどを楽しみました。
l　参加した患者様は、笑顔で手

を伸ばし「いい運動になった、汗　L
ぽんだ。」などと話されていまし

た。担当した見越介護福祉士は、
「楽しく筋力アップを行なってい

ます。手先の運動で、集中力を養

申
ヽ＿j

うこともできます。このような集

いを、季節を通じてやっていきた

いです。」と話していました。

10月27日（木）には、秋祭りを

テーマにして、御神輿や獅子舞
なども登場し、にぎわいました。

㌦】　地域包括ケア病床では、今後
も創意工夫しながら、在宅復帰
への意欲向上のための取り組み

を続けていきたいと思います。

平成28年10月か
らリハビリテーショ
ン科で勤務させて
いただいています

理学療法士の石田
です。

患者様、地域の
方々に寄り添い、よ

り八宝完詔ン科黒雲と諾呈三二

石田　　希　です。
日々笑顔で頑張

ります。よろしくお

願いします。

当院では、総務省が示した新公立病院改革ガイ
ドラインに基づき、経営改革フランを策定していま

す。プランの期間は平成29年度から5年間で、今

年度有識者や地元住民等で構成する策定委員会
において協議し進めております。第1回の策定委員

会を7月6日（水）に行い、その後月1回のペースで

会合を重ねています。

計画は、各都道府県が策定する地域医療構想
を踏まえ、地域医療の確保と安定的かつ継続的な

医療の提供に資する病院事業運営の総合的な改
革を目指して策定しています。

薩撃
素敵な椅子捌け一節n

この度、病院2階の小会議室2の椅子カ
バーを作成し、取り付けてくださいました。

老朽化で何とかならないかと依親したも
のです。

縫ってくださったのは、手芸サークル「つむ

ぎ」の方々です。手芸が得意な7人で結成さ

れ、ボランティアで仕上げてくださいました。

㊧

シックな出来上がり、落ち着
いて話し合いができる雰囲気、

会議室にぴったりです。皆さん
笑顔で取り付けてくださいまし
た。

代表の一橋富寅さんは、「生
地選びからみんなで協議してデ

ザインし、作成しました。薯んで

もらえてとてもうれしいです。活

動の輪を広げていきたいです。」
と話されました。

暖かいお気持引こ感謝いたし



平成28年10月1日（土）、庄原市民
会館において、介護予防講演会が開
催されました。

初めに主催者の矢吹副市長と庄
原市シルバーリハビリ体操普及啓発
事業プロジェクト協議会会長である
西城市民病院の郷力院長があいさつ
を行い、講師のシルバーリハビリ体操

の考案者である茨城県立健
康プラザの大田仁史先生が、
介護予防の基本的な考え方
やシルバーリハビリ体操の意
義について話されました。

講演の後、シルバーリハビ
リ体操の実技を会場の皆さ
んと一緒に行いました。会場
に集まった350人の方々と、

元気を分かち合う有意義な
ひとときでした。

現在、庄原会場（ふれあい
センター）において、庄原市シ

ルバーリハビリ体操2級指導
士第4期養成講習会を、9月
28日から11月24日までの予

定で実施しています。

デイサービスでは、9月12～16日の週に敬老会の行事
をしました。会は、外部からゲスト（手品や演奏等）をお迎
えしたり、利用者の方々やスタッフによって楽しめる、毎日

違ったプログラムを企画しました。会の終わりには、大黒

様とお福様が、お菓子を配り、利用者の皆さまの笑顔に包
まれた楽しい会となりました。今後も季節の行事を大切に

実施していきたいと思います。10月は秋の大運動会を

日加判誓里音こく二、二‥ノ′三信雄二　　し。

指導士の皆さんは、市内様々な地域で体操の
普及活動を精力的に展開され、元気の輪を広げ
てくださっています。

当院は、今後もシルバーリハビリ体操普及啓
発事業に協力・支援をし、地域包括医療・ケア
の推進を進めていきます。

8月20日（土）、介護老人保健施設「せせらぎ」納涼祭
を行いました。入所者の方々は家族と屋台のごちそうを
食べたりゲームを楽しんだりしました。

その後、駐車場に組んだやぐらのまわりで盆踊りや
花火を楽しみました。たくさんのご家族や地域の方、ボ
ランティアの方々のご協力をいただき、笑顔でにぎやか
な夏の夜を過ごすことができました。

10月30日（日）には、神楽を鑑賞しました。

、　リハビリテーション科では、　　自宅への訪問リハビリや、介

一一　医師の指示のもと身体機能・能　護老人保健施設せせらぎ入所

力の回復を図り、その人らしい

生活を送るため、外来、入院、在

宅での支援を行っています。

早期からリハビリを行うこと

は、体力の低下や寝たきりを防ぐ
ことに繋がります。

病棟では、患者様の状態を確
認しながらリハビリを行いま

す。地域包括ケア病床では、在
宅復帰を目指し、集中的なリハ
ビリと退院調整を行い、安心し
た在宅生活が始められるよう

支援を行っています。

者様及び適所リハビリ利用者

様に対しても個々の状態に応じ
た目標に向かって取り組んでい

ます。

また、小児期の発達相談・指
導や、地域リ八の一環としてシル
バーリハビリ体操普及への支

援・協力をしています。さらに先

日から、訪問看護ステーション
に訪問リハビリ体制を整えたと
ころです。連携を大切にし、一

層、専門職として地域に貢献で
きるよう努力していきます。
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当院では、市民の皆様が健康で暮らしていただくために、地域に出向い
て出前講座を行っています。皆様、是非こ利用ください。

●申し込み・問い合わせ先／西城市民病院　地域連携室
FAXO824－82－2012

出前講座稟施状況

今年度8月～日月までに5回実施しました。「薬の飲み方について」の講座の要望が新しくあがってきました。

二二，・■　r‾

●心と身体のティータイム（介護教主）●認知症カフェ
訟一意ミニ
●八九自治会敬老会

参加者16名「『薬と上手に付き合うためにJ　参加者27名「Fかむことと認知症Jをテーマ　参加者60名「地域包括医療サアの取り組み
をテーマに残薬の対応など、知らないことを　にわかりやすく具体的な議をしてください　と生活習慣病予防に関する内容でした。身近
教えてもらい良かったです。」　　　　　　ました。」

鯵のゆず香り焼き　ェネルギ－．86kcal　塩升0．7g

【材料1人分】買冨蓋重し‾切れ‘篭A［蓋蓋えゆ。．…喜

しょうゆ　　　　1g

【作り方】∝大根おろしは軽く水けをしぼっておく。
②鯵はAゆずの皮で下味をつける。
③魚焼きグリルなどで鯵を焼き、中まで火を通す。（下味がつい

ているため、焦げやすいので火加減は調節する）

④皿に鯵をのせ、大根おろしを添え、大根おろしにしょうゆをかける。

⑳酸味と香りで、旨味アップ鳩分カット！
ゆずなどの柑橘類の酸味・香りをうまく利用すると、旨味と風味がそつ
と引き立ち、薄味でも満足愚捕られ、塩分を控えることができます。
ゆず果汁を調味料に加えるとさっぱりした株になります。

試写芝ク芋可一刑責執成J（≡∈談甘
い二二十

れたりしてくださることが私たちの願いです。」と語る岬会世
話人の渡部書世子さん。「楽しみにしています。という患者様
の声を聞くと、続けてきてよかったと思います。」と笑顔で話
されます。
渡部さんは、「もともと読書好きで、自分の気持ちが表れる

俳句が好き。俳句仲間とのおしゃべりや心の′3、れあいも楽し
い。かたく考えない
で、皆さんも入会し
てもらいたい山と語
られました。

ボランティアの皆
さんのご協力で、院
内がほのぼのとして

「伊藤白水さんの指導のもと、14人の仲間と、四季を通じて年　きます。心温まるご

4～5回、掲示しています。病院受診をされた方々が、待ち時間を　支援に感謝いたし

利用して観ていただければ嬉しいです0気持ちが和んだり、ほぐ　ますd　　俳句掲示

日頃から、西城市民病院を支えていただきありがとうこさい麦す。
平成27年度黒字決算という明るいニュースが飛び込みましたが、地域の皆様に愛される病院で

あり続けるために、今こそ職員「人ひとりが気を引き締めてふんばる時だと認識しています。今後
とも、皆様のこ支援ご協力をお願いいたします。

日毎に寒さが増し、インフルエンザの流行やヒートショックが起こりやすい時期です。予防対策
を行い、冬を元気に乗り越えていただきたいと思います。

次回は、平成29年2月を予定しています。こ意見等、お寄せください。【西域市民病院広相委員会】

⑳


